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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成19年　12月　22日　(土)　　　

　　　　　　　　　　司会者　本川　沙織　　　　記録者　田ノ上　愛子
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

・家族が面会に来られた際に、年末行事（クリスマス会・餅つき大会）でかかる費用について、入院費と併せて引き落としになる事を、家族へ説明していきましょう。又、面会になかなか来られない場合は、各自受け持ちで電話して下さい。

・発熱患者様を1つの部屋に発熱患者様をまとめ、他患者様に感染しないようにしましょう。

＜患者様連絡事項＞

・袴田　英司様～本日の深夜帯、中途覚醒時に一時的な無呼吸状態となり意識不明となっています。１分程で呼吸再開・意識回復し、その後ベッド上で安静臥床を促し経過観察としています。日勤帯で心電図施行しています。特別な所見はないことから様子観察の指示でています。心疾患のある患者様です。全身状態の観察・呼吸状態・浮腫等を観察していきましょう。

・峰田　満男様～発熱持続している事から、抗生剤3Ｔ　3×1／3Ｔ　昼から処方となっています。体温38.5℃以上で解熱剤（坐薬）1個、3日分予測指示あります。

　　　　　　　　歩行のふらつきも強く一人で立とうとする事もあるので、転倒などないよう付き添い・見守り行っていきましょう。（特に夜勤帯はスタッフの人数が少ないので気をつけましょう。）又、失禁も多く見られ現在リパビリパンツ使用しています。時間をみて介入し保清に努めていきましょう。

・佐々木　みね様～発熱・咳嗽続いており、抗生剤3Ｔ　3×1／2Ｔ昼から処方となっています。服用拒否した場合は、抗生剤静注するとの事です。又、気管支炎との事で、ホクナリンテープ（1）2枚1×1／3Ｔでていますので、毎朝必ず貼り替えて下さい。体温38.5℃以上で解熱剤（坐薬）1個、3日分予測指示あります。本日インフルエンザテスト施行し陰性でした。発熱や感冒症状・妄想等の精神状態の変化等にも注意して観察していきましょう。

・板垣　富蔵様～発熱ないが、咳・痰がらみが続いている為、抗生剤3Ｔ　3×1／3Ｔ昼から、去痰剤3Ｔ　3×1／3Ｔ昼から処方となっています。痰がらみある時は適宜吸引施行していきましょう。食事の際、むせ込みある時は休みながら摂取するよう促しましょう。

・佐々木　たみ様～ダスロールの袋に衣類を詰めていました。家族洗濯の患者様ですので、本人に袋を渡さずに、お風呂の際に衣類を預かり、私物庫で保管するよう徹底して下さい。

・角谷　育子様～認知症状が進み、自分のした事・言った事を忘れ「スタッフが嘘をついている」という発言が聞かれています。話した内容を本人のノートに書いて貰いましょう。特に献立表は自室に持って行くので渡さないようにしましょう。

＜ケア検討：食事＞

・山下　さき様～水分でむせ込みあり、ご本人様もむせ込みを気にして水分を拒否することがあります。水分補給時には、ポカリ寒天・茶寒天を勧めると摂取するので提供しましょう。むせ込み著明のときには食事変更検討しましょう。

※食事変更しています。12／23の朝からです。

・向谷地　吉幸様～主食の残食が目立つ為、常食→全粥・常菜へ変更となっています。むせ込み・嚥下状態の観察をしていきましょう。

・田端　玲子様～嘔吐など逆流性食道炎の症状見られていないことから全粥・キザミ→全粥・常菜へ

変更となっています。嘔吐・吐血等の症状の観察・嚥下状態の観察をしていきましょう。

・板垣　富蔵様～むせ込みある為、全粥・ミキサー→全とろみミキサー食へそれぞれ変更しています。むせ込み・嚥下状態の観察をしていきましょう。







